
 試合会場レポート試合会場レポート 試合番号 225 開催⽇ 2019/02/17
2018-19 V.LEAGUE DIVISION1 MEN   レギュラーラウン
ド

会場 : 氷⾒市ふれあいスポーツセンター氷⾒市ふれあいスポーツセンター

監督 ：トミー ティリカイネン

コーチ ：クリスティアンソン ア
ンディッシュ

  
通算 ：17 勝 8 敗
ﾎﾟｲﾝﾄ ：47

豊⽥合成トレフェルサ

3

25 第1セット
【0:26】 23

2
25 第2セット

【0:31】 23

22 第3セット
【0:30】 25

23 第4セット
【0:31】 25

15 第5セット
【0:18】 13

監督 ： 真保 綱⼀郎

コーチ ： 上杉 徹

  
通算 ： 13 勝 12 敗
ﾎﾟｲﾝﾄ ： 41

堺ブレイザーズ

<監督コメント>

 応援ありがとうございました。
 氷⾒でのホームゲームで良い雰囲気
を作っていただき皆様の前で勝つこと
ができて良かったです。
 全体的に今週末の我々の動きは良
かったと思います。ありがとうござい
ました。
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<監督コメント>

 ２セットダウンからフルセットまで
持ち込み、最低限ポイントをとること
ができ、チームに感謝しています。
 依然として来週も厳しい戦いが続き
ますが、レギュラーラウンドを良い形
で締めくくりたいと思います。
 来週、ファイナル６の出場権獲得の
ために精⼀杯戦いますので、引き続き
ご声援のほど、よろしくお願いしま
す。
 今週もたくさんの応援、ありがとう
ございました。

観客数:1500 開始時刻:15:00 終了時刻:17:29 試合時間:2:29 主審:森⼝ 豊 副審:桑原 健輔

<要約レポート>

 現在リーグ６位の堺ブレイザーズと４位の豊⽥合成トレフェルサとの対戦。豊⽥合成が２戦２勝し堺は⼀⽮報いたいところ。
 第１セット、堺はジョルジェフ、豊⽥合成は椿⼭にボールを集め、堺が豊⽥合成を追いかける展開となる。中盤、豊⽥合成が傳⽥や⽩岩のスパイクなどで⼀気に点差
を広げる。堺も意地を⾒せ、22－21と１点差まで詰め寄るが、豊⽥合成は⾼松のスパイクで堺を突き放し、このセットを先取した。
 第２セット序盤は、セッター関⽥のツースパイクや⾼野のスパイクなどで得点を重ね、16－11までリードを広げる。中盤以降、豊⽥合成は傳⽥、勝岡の連続ブロック
で同点に追い着くと、さらに傳⽥が効果的なスパイク、サーブを連発し、逆転で連取した。
 第３セット、後がない堺はこのセットを取り返したいところ。堺は樋⼝が要所でスパイク、ブロックを決めリードするが、豊⽥合成はエース椿⼭にボールを集め、16
－16と同点に追いつく。その後も両者譲らず膠着した状態が続くが、終盤、堺の松本と⾼野が続けざまにスパイクを決め、堺がこのセットを取り返した。
 第４セット、勢いに乗る堺は松本の速攻などが決まり、７－２と⼀気にリードを広げる。対する豊⽥合成は近、傳⽥の両センターを中⼼に攻撃を組み⽴て追いすが
る。終盤、豊⽥合成が１点差にまで詰め寄る緊迫した場⾯で、堺のジョルジェフが値千⾦のスパイクを決めると、流れに乗った堺がこのセットを取り試合を振り出しに
戻した。
 勝負の第５セット、堺のジョルジェフ、豊⽥合成の椿⼭、両チームのエースが意地をかけて打ち合う展開。先にマッチポイントを掴んだのは豊⽥合成。後がない堺は
ジョルジェフのスパイクが決まり、１点返すも反撃はここまで。熱い試合を制した豊⽥合成が、上位進出の望みを繋ぐ貴重な勝ち点を⼿に⼊れた。

作成者 ： ⿊地 忍
※本票の著作権は⼀般社団法⼈ジャパンバレーボールリーグに帰属します。
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【 】内はセット時間
（）内は交代選⼿
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